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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

６
月
５
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　
　
　

※
連
絡
会
の
総
会
を
午
後
１
時
か
ら
開
き
ま
す

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

会
費　

無
料　
　

講
師　

小
内
亨
氏
（
医
師
）

そ
の
健
康
情
報
、
信
じ
て
い
い
の
？

―
バ
イ
ア
ス
を
考
え
る
―

「
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を
」
大
阪
連
絡
会
市
民
講
座

日
時　

７
月
24
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

楠
雅
博
氏
（
淡
路
市
開
業
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

酸
蝕
症
の
診
断
と
対
応
〜
罹
患
率
26
・
１
％
の
衝
撃
〜

７
月
度
生
涯
研
修

日
時　

５
月
22
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

宮
新
美
智
世
氏
（
東
京
医
科
歯
科
大
学
小
児
歯
科
准

教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

小
児
の
外
傷
と
歯
内
療
法
―
応
急
対
応
か
ら
長
期
経

過
ま
で

５
月
度
生
涯
研
修

日
時　

６
月
19
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

須
崎
明
氏
（
愛
知
県
開
業
、
愛
知
学
院
大
学
歯
学
部

非
常
勤
講
師
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

泣
い
て
、
笑
っ
て
「
Ｃ
Ｒ
修
復
・
レ
ジ
ン
支
台
築
造
」

―
患
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
回
避
法
教
え
ま
す
！

６
月
度
生
涯
研
修

日
時　

４
月
23
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜
５
時

会
場　

保
険
医
協
会
５
階　
　

定
員　

30
人

講
師　

東
尾
建
氏
（
歯
科
技
工
士
）

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

内
容　

基
礎
的
な
手
話
、
初
歩
的
な
歯
科
医
療
会
話
練
習

歯
科
手
話
教
室
（
基
礎
編
）

日
時　

５
月
15
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

　

午
前
：
患
者
接
遇
マ
ナ
ー
研
修
（
ク
レ
ー
ム
対
応
含
む
）、

午
後
：
助
手
編
、
衛
生
士
編
に
わ
か
れ
て
研
修

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

会
費　

７
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

講
師　

午
前
：
水
原
道
子
氏
（
大
手
前
短
期
大
学
教
授
）

　
　
　

午
後
：
歯
科
臨
床
・
学
術
部
講
師
団

定
員　

助
手
編
90
人

　
　
　

※
衛
生
士
編
は
定
員
満
了
と
な
り
ま
し
た

※
受
講
者
全
員
に
テ
キ
ス
ト
を
配
布
、『
修
了
証
』
を
発
行

し
ま
す

※
開
催
要
項
・
会
場
案
内
地
図
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
ず

事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

新
人
ス
タ
ッ
フ
総
合
講
座

　

２
０
０
６
年
か
ら
07
年
ま

で
の
１
年
あ
ま
り
、
私
は
中

国
上
海
の
歯
科
医
院
で
分
院

長
と
し
て
働
い
て
い
た
。
大

学
の
先
輩
が
、
05
年
に
上
海

で
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
立
ち
上

げ
、
前
任
の
先
生
が
日
本
に

帰
る
と
の
こ
と
で
、
急
遽
、

私
に
白
羽
の
矢
が
た
っ
た
の

で
あ
る
。
中
国
語
も
全
く
分

か
ら
な
い
ま
ま
、
話
が
来
て

か
ら
２
週
間
後
に
上
海
へ
渡

っ
た
。
そ
こ
で
前
任
の
先
生

と
３
日
ほ
ど
引
き
継
ぎ
を

し
、
私
と
中
国
人
ス
タ
ッ
フ

３
人
と
の
仕
事
が
ス
タ
ー
ト

し
た
。

　

当
時
上
海
に
は
、
歯
科
衛

生
士
の
学
校
は
な
く
、
彼
女

た
ち
は
看
護
師
の
資
格
を
持

っ
て
い
た
。
簡
単
な
ア
シ
ス

ト
は
で
き
る
が
、
ス
ケ
ー
リ

ン
グ
な
ど
の
衛
生
士
業
務
は

で
き
な
い
の
で
、
10
年
ぶ
り

に
ス
ケ
ー
リ
ン
グ
を
し
た
。

そ
し
て
、驚
い
た
こ
と
に
、彼

女
た
ち
は
こ
ち
ら
か
ら
指
示

し
な
い
と
全
く
動
か
な
い
の

で
あ
る
。
例
え
ば
朝
出
勤
し

て
、
私
が
「
掃
除
し
て
く
だ

さ
い
」
と
言
わ
な
い
と
、
決

し
て
掃
除
し
な
い
。
ま
た
、

あ
る
日
の
午
後
診
で
ア
シ
ス

ト
し
て
い
た
彼
女
が
い
き
な

り
大
き
な
げ
っ
ぷ
を
し
た
。

そ
の
時
の
患
者
さ
ん
は
日
本

人
の
方
で
、苦
笑
い
さ
れ
た
。

後
で
そ
の
ス
タ
ッ
フ
に
注
意

す
る
と
、「
げ
っ
ぷ
を
我
慢
し

て
私
の
体
調
が
悪
く
な
っ
た

ら
、
責
任
と
っ
て
く
れ
る
の

か
」
と
逆
に
怒
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
忘

年
会
で
、お
店
に
行
く
途
中
、

あ
る
ス
タ
ッ
フ
が
手
に
持
っ

て
い
た
ご
み
を
道
端
に
捨
て

た
の
で
、
び
っ
く
り
し
た
。

理
由
を
聞
く
と
、
道
路
を
掃

除
し
て
い
る
人
た
ち
の
仕
事

を
な
く
さ
な
い
よ
う
に
協
力

し
て
い
る
の
だ
と
答
え
た
。

そ
の
他
に
も
、
コ
ン
ビ
ニ
の

店
員
が
お
つ
り
を
投
げ
た

り
、
１
０
０
元
札
の
偽
札
が

横
行
し
て
い
た
り
、
タ
ク
シ

ー
で
ぼ
っ
た
く
ら
れ
た
り
、

ま
だ
ま
だ
書
き
き
れ
な
い
ほ

ど
の
日
本
で
は
経
験
で
き
な

い
び
っ
く
り
す
る
よ
う
な
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。

　

は
じ
め
こ
そ
驚
い
た
が
、

こ
れ
ら
を
文
化
の
違
い
と
し

て
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
と
見
方
が
変
わ
っ
た
。

中
国
人
は
、
い
い
意
味
で
も

悪
い
意
味
で
も
裏
表
が
な

く
、
年
長
者
を
大
切
し
、
家

族
の
よ
う
に
友
人
を
大
切
に

す
る
。
ま
た
、
お
お
ら
か
な

い
い
加
減
さ
は
日
本
人
に
は

無
い
気
質
だ
ろ
う
。
今
振
り

返
れ
ば
中
国
で
勤
務
し
た
経

験
は
、
苦
労
も
あ
っ
た
が
な

か
な
か
楽
し
か
っ
た
よ
う
に

思
え
る
。そ
し
て
、改
め
て
日

本
の
、
日
本
人
の
良
さ
を
再

確
認
で
き
た
。
日
本
人
も
中

国
人
も
そ
れ
ぞ
れ
習
慣
や
考

え
方
は
違
う
が
、
お
互
い
理

解
し
あ
い
、
仲
良
く
し
て
欲

し
い
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。

　

清
川
先
生
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
次
回
６
月
15

日
付
は
、
平
野
区
開
業
、
佐

牟
田
毅
先
生
で
す
。

ま
う
危
険
性
が
あ
り
、
利
用

を
拡
大
さ
せ
な
い
こ
と
が
重

要
だ
と
指
摘
し
た
。

　

事
業
者
が
従
業
員
の
番
号

を
取
り
扱
う
上
で
は
、「
安

全
管
理
上
の
義
務
規
定
や
、

提
供
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た

際
も
経
過
を
記
録
し
て
残
し

て
お
く
な
ど
の
対
応
が
求
め

ら
れ
る
が
、
現
行
は
努
力
義

務
の
範
囲
で
、
行
政
の
窓
口

対
応
も
緩
や
か
な
も
の
と
な

っ
て
い
る
」
と
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
勤
務

先
か
ら
求
め
ら
れ
不
安
に
お

も
っ
た
が
提
出
し
た
。
身
分

証
明
に
な
る
か
ら
と
い
っ

て
、
常
時
持
ち
歩
く
の
は
抵

抗
が
あ
る
」
な
ど
の
感
想
が

出
さ
れ
た
。

　

北
河
内
地
区
は
、
今
年
１

月
か
ら
運
用
さ
れ
て
い
る
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
、

「
そ
の
狙
い
と
歯
科
医
療
機

関
で
の
取
り
扱
い
の
注
意

点
」
を
テ
ー
マ
に
２
月
20

日
、
大
阪
総
合
会
計
事
務
所

の
清
家
裕
税
理
士
を
招
い
て

講
習
会
を
開
き
、
９
人
が
参

加
し
た
。

　

清
家
氏
は
、
政
府
は
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
を
推
進
す
る
た
め

に
、「
現
在
、
社
会
保
障
、

税
、
災
害
対
策
の
３
分
野
に

限
ら
れ
て
い
る
利
用
範
囲
を

３
年
後
に
は
民
間
に
も
拡
大

し
て
い
く
方
針
だ
」
と
説

明
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
あ

ら
ゆ
る
個
人
情
報
が
紐
付
け

さ
れ
、
丸
ご
と
流
出
し
て
し

ば
過
大
な
手
当
て
と
な
る
」

と
、
日
医
案
に
否
定
的
な
立

場
を
と
っ
て
い
る
。

　

協
会
・
保
団
連
は
、
損
税

解
消
策
と
し
て
、
①
各
医
療

機
関
に
よ
り
経
費
構
造
が
異

な
り
、
仕
入
れ
に
か
か
る
消

に
繋
が
る
―
と
い
う
観
点
か

ら
ゼ
ロ
税
率
（
免
税
）
を
導

入
し
、
損
税
を
還
付
す
る
方

法
（
図
参
照
）
を
求
め
て
い

る
。

　

ゼ
ロ
税
率
の
導
入
に
つ
い

て
財
務
省
は
、
消
費
税
の
減

収
や
特
例
制
度
へ
の
影
響
か

ら
消
極
的
な
姿
勢
を
示
し
て

い
る
。

▼
医
療
機
関
の
損
税
問
題　

消
費
税
は
、
事
業
者

が
課
税
売
上
に
係
る
消
費
税
額
か
ら
課
税
仕
入
等

に
係
る
消
費
税
額
を
差
し
引
い
て
納
付
す
る
仕
組

み
。
保
険
診
療
は
政
策
的
配
慮
か
ら
非
課
税
で
あ

る
た
め
、
医
療
機
関
は
患
者
か
ら
消
費
税
を
徴
収

し
な
い
が
、
保
険
医
療
材
料
や
機
器
の
購
入
な
ど

に
は
消
費
税
を
支
払
っ
て
い
る
。
こ
の
仕
入
に
掛

か
っ
た
消
費
税
を
差
し
引
く
こ
と
が
で
き
な
い
た

め
、
医
療
機
関
の
負
担
（
損
税
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

損
税
の
額
は
消
費
税
率
５
％
時
で
も
、
年
平
均

で
２
６
０
・
１
万
円
（
医
科
・
無
床
診
療
所
）、

病
院
で
１
億
円
弱
、
歯
科
診
療
所
（
個
人
立
）
は

72
・
１
万
円
と
い
う
試
算
が
さ
れ
て
い
る
。

費
税
も
違
う
②
診

療
報
酬
へ
の
上
乗

せ
は
、
患
者
負
担

補
填
済
み
で
あ
る
と
い
う
立

場
か
ら
「
還
付
を
導
入
す
れ

労
省
は
過
去
３
回
の
診
療
報

酬
へ
の
上
乗
せ
で
補
填
済
み

と
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
の

改
定
で
包
括
、
減
点
、
廃
止

さ
れ
、
特
に
５
％
以
前
の
消

費
税
対
応
分
が
不
明
確
で
あ

る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
し

か
し
、
財
政
金
融
委
員
会
で

麻
生
財
務
大
臣
は
、
補
填
の

実
態
が
不
明
確
に
も
関
わ
ら

ず
、
全
体
と
し
て
補
填
さ
れ

て
い
る
と
答
弁
し
た
。

　

ま
た
、
損
税
解
消
策
と
し

て
、
日
医
は
診
療
報
酬
に
よ

る
上
乗
せ
相
当
額
を
維
持
し

な
が
ら
、
こ
れ
を
上
回
る
仕

入
消
費
税
額
が
で
た
場
合
に

そ
の
超
過
額
を
税
額
控
除
す

る
と
提
案
し
た
。
財
務
省
は

　

来
年
４
月
に
予
定
さ
れ
る

消
費
税
の
10
％
へ
の
増
税
を

前
に
、
３
月
31
日
の
参
議
院

厚
生
労
働
委
員
会
、
財
政
金

融
委
員
会
で
医
療
機
関
の
負

担
す
る
消
費
税
（
損
税
）
の

問
題
が
小
池
晃
参
議
院
議
員

（
共
産
）
に
よ
っ
て
取
り
上

げ
ら
れ
た
。
小
池
氏
は
８
％

増
税
時
の
影
響
と
し
て
私
立

大
学
80
病
院
に
つ
い
て
の
調

査
で
は
、
一
大
学
あ
た
り
20

億
円
、
診
療
報
酬
の
補
填
分

を
差
し
引
い
て
も
６
億
円
の

持
ち
出
し
と
な
る
試
算
を
紹

介
し
、
診
療
報
酬
で
の
補
填

は
限
界
で
あ
る
と
政
府
に
抜

本
的
解
決
を
迫
っ
た
。

　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
厚

個
人
カ
ー
ド
化
は
危
険

北
河
内
地
区
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
講
習
会

308

驚
き
！
日
中
文
化
の
違
い

損
税
問
題
は
「
ゼ
ロ
税
率
」
で
抜
本
的
解
決
を

診
療
報
酬
で
の
補
填
は
限
界

清
川
虎
之
進
（
茨
木
市
）

絵　藤田　進 （河内長野市）

図　ゼロ税率（＝免税）で医療機関、患者の負担は解消
卸売業者 医療機関 患者等

売上げ 700
消費税② 56

仕入れ 500
消費税① 40

売上げ 1,000
消費税③ 0

仕入れ 700
消費税② 56

支払総額 1,000

納付税額
②－① 16

③－②＝△56
となり、この金額は還付される。

患者が負担した
消費税
０


